
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ総連通信 
   2011年９月22日 №1018 
 全日本鉄道労働組合総連合会(ＪＲ総連)  http://www.jr-souren.com/ 

東京電力福島第一原発を受けて９月 19 日、東京・明治公園で開催された「さようなら原発５万人集会」に、ＪＲ

総連の組合員ら1,300人以上が参加した。 

集会は「さようなら原発1000万人アクション」実行委員会が主催。6万人が集まるかつてない大規模の集会とな

った。呼びかけ人のひとり・作家の大江健三郎さんは、「原発の電気エネルギーなしでは偉大な事業は成し遂げられな

いというのはウソだ。原子力は必ず荒廃と犠牲をともなう。私たちが持っている原発に抵抗する意志を、政党幹部らに

思い知らせる必要がある。しっかりやりましょう」などと訴えた。集会後、ＪＲ総連は新宿コースへデモ行進。「いの

ちが大事！子どもを守ろう！」と声を上げ、プラカードや仮装をまじえて「脱原発」を訴えた。 

来年3月11日まで「さようなら1000万人アクション」のひとつとして取り組まれている「脱原発を実現し、自

然エネルギー中心の社会を求める全国署名」では、ＪＲ総連はすでに8万4千392筆を集約している。 

子どもたちを守ろう！「脱原発」の闘いを進めよう。ＪＲ総連は最先頭で闘います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●集会当日の様子 

東京・明治公園は、集会開始２時間前か

ら人があふれ始めた。最寄り駅のＪＲ山手

線・千駄ヶ谷駅や信濃町駅では、電車を降

りられないほどの人でごった返し、公園の

外にも人々が溢れた。明治公園は例年、連

合春闘決起集会などが開かれる場所。今回

の集会参加者数と熱気は、それをはるかに

上回っている。 

明治公園から新宿までは長いデモコー

ス。ＪＲ総連のデモ隊は、５つの隊列にわ

かれ、全長は１ｋｍ以上！ シュプレヒコ

ールや黄色のＴシャツが目立っていた。 


